
２０１９年度　５月度 戸畑郷土史会活動報告 　　作成　；　若曽根

日　時　：令和０１年５月１２日　（日） 上田，竹内（英），小石，青木，湯川，安田，讃井，竹内（孝），
場　所　：戸畑図書館セミナー室 友松，筒井，佐々木，宮崎，田中，江藤，久保田，若曽根，

田代，林，山中 １９名出席，

新体制になって始めての例会でした。出席者が予想より多く資料の準備で少しあたふたして申し訳ありません。
次回からは，各自１９名分の資料の準備をお願いします。今回は，３分間スピーチ用に資料を用意された方も
数人おられました。活発な意見も多く出て実りのある例会でした。今後もよろしくお願いします。

１．３分間スピーチ（主な内容について） １０時００分～１０時５５分

・スピーチにあたり讃井ｓ、湯川ｓ，宮崎ｓ，田代ｓより資料の配布がありました。
1 　上田 ・卓話の講師を是非お願いします。１１月の文化祭に配布用「郷土戸畑」の掲載資料の作成

　をお願いします。
2 竹内(英) ・会長からの話の「郷土戸畑」用の記事の内容が被ってはいけないのでどこかで確認を行い

　たいと思います。早めにテーマを決めて下さい。
3 　山中 ・体調を崩して退会していましたが回復したのと入会の誘いがあり，再度入会しました。

　今年の文化祭のテーマ「洞海湾」は個人的に若築との関係があり話もしたいと思います。
4 　安田 ・郷土戸畑第１７号の「若戸渡船の歴史」記事の筆者；福田安敏をよく知っています。

　懐かしい記事です。
5 佐々木 ・小倉炭鉱の資料館に本の寄贈が２人から６００冊あった。貴重な本であり今後活用予定。

6 　宮崎 ・金毘羅池と境川について調査している。今回県の土木整備事務所職員の方から説明を
　聞いた。関連の歴史年表を作成した。（資料を配布）

7 　　林 ・洞海湾関連のテーマを検討中。
・皿倉山の植物園にいって食べられる野草について教えられた。

8 　讃井 ・「若戸渡船のあゆみ」の冊子をいただいた。また郷土戸畑１７号の関連記事も参考に。

9 　江藤 ・今月号の「戸畑の風」に上田会長の就任の話と小石さんの安川敬一郎と戸畑の記事を載せ
　ている。次の掲載記事を検討しています。協力を。

10 　田代 ・４，５月花見，ゴールデンウイークと忙しい日々でした。現代の無法松の映画が６月に公開
　されます。是非鑑賞下さい。

11 　小石 ・洞海湾の地溝の変化についてや名前の由来については，「正津」が古い港であった事も
　ある。

12 久保田 ・４から５月の１ヵ月間西陣の子供の家で過ごした。どんたくも見た。
・まだ，洞海湾に関するテーマが見つかっていない。

13 　筒井 ・敷島紡績が閉鎖となったのかの原因は，工場水に海水が混じり噴霧水として使用が出来なく
　なったから。

14 　田中 ・ゴールデンウイークに東京に行ってきました。神田の古書店を等を廻って数冊の本を買い
　帰りの荷物が重かった。５/４は一般参賀に皇居を訪れました。

15 竹内(孝) ・今年度の文化祭テーマ「洞海湾」については，明治時代の地図から読み解いた話を選択し
　現在資料を収集し終わったところです。

16 　湯川 ・漢字の歴史の記事で、「令」「和」について掲載された資料を配布されて説明。

17 　友松 ・洞海湾につながる芦屋の遺跡について，過去の資料を見てみる。

18 若曽根 ・毎月作成の活動報告について，掲載内容等の意見があればお願いします。

19 　青木 ・文化庁から今回祇園山笠「東大山笠用」の１３０年前の祭礼幕の復元品が完成し送られて
　きた。今日１２日飛幡八幡宮で公開されているので是非見て下さい。

・青木さんのスピーチにありました，戸畑祇園山笠の「東大山笠」の祭礼幕の新調分を見られましたか？
　昨年までの旧の幕と並んで展示されていました。幕は旧の復元です。刺繍は秀吉の時代の宮島の
　当時の様子を表しており，下の幕は神功皇后の渡韓時の戦いの様子を表していました。青木さんに
　説明していただき良く判りました。

　２．今月の卓話 １１時１０分～１１時５５分

洞海湾の概要について
若曽根会員



・洞海湾の誕生，名前の由来，豊かな海と塩浜，西海道としての舟運，干拓と埋め立てに
　よる湾内の変化等について歴史の概略の話がありました。
　
・来月の卓話は讃井会員にお願いしています。７月は竹内（英）会員の予定です。８月は未定
　ですので是非，各会員検討をお願いします。

　３．６月の予定

　２０１９年度の会の予算案を検討。会長及び会計より案の提示がある予定です。
　各会員にて新聞や本等の歴史に関する記事があればお持ちください。配布分については
　図書館に,コピーを依頼しますので若曽根に渡してください。

　４．その他

・次月度６月６日は二十四季節の芒種（ぼうしゅ）です。稲や麦などの種まきの事です。七十
　二候では「蟷螂生」（とうろうしょうず）です。カマキリが卵から幼虫が生まれてくることです。
　庭や公園らを観察されるとかわいいカマキりが見られるかもしれませんね。
　６月２２日が夏至です。梅雨時期に入りますので健康に注意ください。

・今年より旧会員でした「山中サン」が健康が回復されたので再入会されました。色々と経験
　も豊富ですので是非ご指導をお願いします。会計監査役をお願いしています。

・会報についての内容について，ご意見やご要望もありましたら，是非お願いします。


